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第 l 章は本論文の根幹を成すいわばケース研究であるo 一人一人の末期患者に丁寧に、しかもチームとして関るこ
とにより、患者理解が深まるo 末期患者とのコミュニケーションを考える時、彼らも「今日を生きている」という点
では、健康な人や回復可能な疾患を持つ患者と基本的には同様のコミュニケーション法を用いればよいのであるが、









「患者になる」というのはやはり特殊な体験である。末期患者になるというのはもっと特殊な体験である o 1 章で
取り上げた患者はすべて末期患者であるが、多くの場合、一般の末期でな~¥ j患者にも当てはまる理解やケアの仕方と
末期患者の場合とが共通する。それの例として、「カウンセリングと時制J、「対人関係と感情の表現」の項がある。





























族はそれまでの長い歴史を引きずりながら入院してくる。 20年の歴史を 1 か月で変えるのは無理である。しかし、何
もできな L 、かというとそうでもなし、。多くはできないにしても、何かはできる。 J (このように豊富な臨床経験から得
た深い洞察の言葉が、宝石のように随所にちりばめられているのも本書の魅力である。)
このような視点から申請者は、医者や看護婦をはじめソーシャルワーカーや宗教家などとチームワークを組んで、
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ターミナルケアーにおける人間理解と精神的サポートの工夫を重ねた成果が本書に記述されているo 申請者の患者へ
の精神的サポートの仕方は名人芸のように見えるが、その基本は訓練可能であり、マニュアル化して医療スタッフの
教育研修システムに乗せられることを本書は示唆している。
本論文に関する審査委員会は、平成12年12月 14 日に開催された。申請者は主査および副査からの全体または細部に
わたる質疑やコメントに対し、的確かつ詳細に応答した。これによって当該論文が長年にわたる臨床活動と研究の産
物であり、申請者が当該の研究分野に対して先端的で重要な展望と理論構築を開きつつあることが重ねて明らかになっ
fこo
以上により、本審査委員会は本論文が博士(人間科学)の学位授与に十分であるものと判定した。
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